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で以前開発されたキラルグアニジンを用いてもエナンチオ選択性は最高で 67% ee にとど
まっていたが、申請者が詳細な求核剤基質の最適構造の検討を行い、更に新たにかさ高い
触媒も合成し用いたところ、89% ee（基質によっては最高で 91% ee）までエナンチオ選択
性を向上させることに成功し、その成果を学術雑誌に報告した (Tetrahedron Lett. 2015, 56, 
264-267.)。 





反応濃度や反応温度、求核剤基質の α-位の置換基や求電子剤の構造を変化させても 98% ee
以上の非常に高いエナンチオ選択性が発現することを見出した。この付加反応においても


























また、平成 27 年 1 月 19 日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行った
結果、合格と判定した。 
 
